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海岸防災・減災対策決定プロセス（案）

参考資料１

複数選択肢の比較評価
多分野の専門家の助言

確率論的津波ハザード解析手法

原子力
土木委など

地震活動モデルの作成

津波ハザード曲線の作成
（地区海岸単位）

Ｌ１津波の高さの決定
（ユニット海岸単位）

海岸堤防（高さ）の決定

海岸４省庁通知

海岸４省庁通知

過去津波の痕跡、
想定津波のシミュレーション等

便益の関数
（残余リスク、外部性）

外部性（景観、環境、利用等）

海岸堤防高
（地区海岸単位）

合意形成

費用の関数
（海岸堤防（維持管理含む）
＋避難対策＋移転対策等）

選択肢（組合せ）の
感度分析

顕示・表明選好

津波・高潮被害軽減期待額
（粘り強さ減災効果も含む）

Ｔ50、Ｔ100、Ｔ150の算出
（地区海岸単位）

津波打上高計算手法
（←朔満潮位、堤防構造等）

津波浸水想定手引き

避難シミュレーション

Ｈ０を基本とした海岸堤防高（Ｈ）
（ H0+1m、H0、H0‐1m、H0‐2m・・等）

（地区海岸単位）
【複数の選択肢】

土地利用計画の決定

避難計画
（避難路、避難場所、タワー等）

【複数の選択肢】

避難計画の決定

Ｌ２津波の決定
（地区海岸単位）

Ｈ超で
堤防は破壊
（←朔満潮位）

政策：
・移転地区等が
Ｌ１～Ｌ２津波で浸水しない？
・建築規制でピロティ化する？
（特別警戒区域を指定）

土地利用計画
（高台移転、建築規制等）

【複数の選択肢】

津波打上高計算手法
（←朔満潮位、堤防構造等）

高潮・高波の必要高

既往最大高潮、
確率波高等

Ｓ50、Ｓ100、Ｓ150の算出
（地区海岸単位）

高潮打上高計算手法
（←朔満潮位、堤防構造等）

高潮ハザード曲線の作成
（地区海岸単位）

組合せ

津波浸水シミュレーション
（Ｈ超～Ｌ２、段階的）

Ｈ超で
堤防は粘り強く
（←朔満潮位、

確率潮位？）

避難率（属性、時間帯等）別
避難可能人数（人命損失）

被害想定シミュレーション

複数選択肢毎のＢ－Ｃ（Ｂ／Ｃ）の算出
（最適堤防高（Ｈ* ）の算出も）

海岸４省庁通知
・機能の多様性
・経済性
・環境保全
・周辺景観調和
・維持管理
・施工性
・公衆の利用 等

海面
上昇

防護
レベル
1/50,100,150

堤防高Ｈ０の設定
（地区海岸単位）


